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Walras and Pareto

by Tamotsu M atsunra

This paper is focussed on one of the problems concerning the history of economics in the- 
School of Lausanne, L e. the theoretical relations between Wa細 and Pareto. The fundamental 
question a t issue is： was Pareto only one of the epigones of Walras* general theory of economic 
equilibrium? I want to examine this problem through the biographical study of their corres

pondence.
Most historians o f  e c o n o m i c  thought have considered that Pareto was one of the greatest 

exponents of Walras* theoretical system as his successor in the University of Lausanne. But it 

seems to me that such an interpretation is not correct.
,Rather, I could say that Pareto endeavoured to overcome the Walrasian theoretical system, 

and to create his own new one. I believe that only from this standpoint we can understand

the true Paretian theory.
Pareto constructed the new system of social science, which was able to make a positive- 

analysis on the decision-making process of economic policies, making use of pure economic theory ； 
he paved the way to evolve the basis of our science from the general system of economic： 

equilibrium，to the one of ‘social equilibriura,.

，編 集 後 .記 、

1S71年に 力 一 ル ♦メ 'ノガーの**国厌経济学原理j と ウ イ リ ア ム .ス タ ンレ”  •ジエヴオンズの 

f経済学の迎論j が，そして，1874，7 7 年にレオン • ワルラスの『純粋経済学迪論j が刊行された 

のを機縁に，経济学史上，r限界革命」と称せられる思、想の転換が起ったことは，周知のところで 

ある。今年はちょうどメンガー，ジ:t ヴォンズの上記の沲物が刊行されてから〗g•句: Hにあたるので， 

これを記念して国際的にいくつかの学会がひらかれている。

その第1 は 6 月 17 Dから 19 Rにわたってウィ一ン大学で開かれたメンガーのf原理j に関する 

シンポジウム，第 2 は 8 月 23 Hから 27 口にかけてイタリ一，コ年湖畔のベラジオで_ かれた「経 

済学における限界革命」と題する学会であり， さらに第3 はマンチヱスタ一大学で9 月 1 4 日から 

1 7 丨:丨まで■ 崔された経済思想史会議で，その第3 n がジヱヴォンズの記念にあてられた，

H本でも_ 治学院大学で1 1只 13 • 14 P の両口にわたって丨用かれた経済学史学会第3 5回大会が 

これを記念して，その第1 日のプログラムを共通課題「近代経済学瓦平の意義」にあてた/  '■

このような動向とならんで，木黏経济学会も本誌の木号を「限界革命百年記念特集j として刊行 

することとした。上に記した三つの国際的学会に出席された松诎保;助教授が遠く.ミラノがも寄稿ぎ' 
れたことをとくに感謝する。また経済学会主催の「限界本命15■年-記念講演会j が去る1 1月 1 1 日に 

三丨[丨四校命52 7桥教室で丨}眶され，岱Ulffi夫教授による開会の辞につづいて，気贺紐三経济学部長 

および私たちの三つの講浈がおこなわれ，盛会であった。

' いまからちょうど四午前に経済'学会が『資本論』刊行页ザ•を記念して同じような企画を実行t f c  
ことが想起される。 「限界取命」の意義， とくにその歴史的および理論的必然性はまだ十分に明確 

にされていないといえるであろう。私たちの今回の企画がこのような点の解明にすこしでも役立て 

ば幸とするところである。
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